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「白老町人口ビジョン改訂版」
「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を策定しました

目指すべき将来の方向
若い世代の人材誘致による人口構造の適正化

人口の将来展望
・将来目標人口を2045年（令和27年）で8,601人（＋955人）、2060年
（令和42年）で6,122人（＋2,312人）以上とする
・生産年齢人口の割合を45％程度 に維持する

若者世代が増加し、人口構造が適正化

対策前

対策後
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人口減少幅の抑制
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●
対
象
期
間

　

２
０
６
０
年
（
令
和
42
年
）
ま
で

●
人
口
の
現
状
分
析
と
将
来
展
望

　

本
町
の
人
口
は
、
１
９
８
５
年
（
昭

和
60
年
）
の
２
４
，
３
５
３
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
に
転
じ
、
２
０
１
５
年
（
平

成
27
年
）
に
は
１
７
，
７
４
０
人
と
、

30
年
間
で
６
，
６
１
３
人
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
き
、
２

０
４
５
年
（
令
和
27
年
）
に
は
７
，
６

４
６
人
（
社
人
研
準
拠
低
位
推
計
）
ま

で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
段
階
を
み
る
と
、
全
国
・

全
道
の
動
向
よ
り
も
早
く
推
移
し
て
お

り
、
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
に
は
、

「
第
３
段
階
（
老
年
・
生
産
・
年
少
人

口
減
少
）
」
に
突
入
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
口
減
少
の
抑
制

を
ま
ち
の
重
点
課
題
に
位
置
付
け
、
め

ざ
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
、
人
口
の
将

来
展
望
を
次
の
と
お
り
掲
げ
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
総
合
戦
略
に

盛
り
込
み
、
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
町
の
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展
望
を
示
し

た
も
の
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の
実
現
に
向
け
、
効
果
的

な
施
策
を
立
案
す
る
上
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　本格的な人口減少社会への危機感が高まるなか、人口減少に歯止めをかけ、まちの活力を持続
発展させることが求められています。
　本町では平成27年度に「人口ビジョン」と「第１期総合戦略」を策定し、ウポポイを核とした
地方創生に取り組んできました。
　この度、第１期総合戦略の計画期間が昨年度末をもって終期を迎えたことから、人口ビジョン
の改訂とあわせて第２期総合戦略の策定を行うものであります。


